
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 

 
                    13101 県民が主体的に「興し」、「伸ばす」文化活動 

への支援             （生活部） 
                  13102 多様なニーズに応じた、県民が「使う」文化 

（主担当部：生活部）            環境づくり            （生活部） 
                    13103 埋蔵文化財の保護と活用    （教育委員会） 

                    13104 文化遺産の保護継承と活用   （教育委員会） 

＜施策の目的＞ 

 （対象）県民一人ひとりが 

 （意図）文化を通じた多様な活動や交流に自ら参加している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目 標 値 －       12.0       16.5  21.0 文化活動を活発に行っ

ている人の割合(％) 実績（見込み）値        7.5  7.7 － － 

  ※最近１年間において、文化鑑賞や文化活動のために年 10回以上出かけた人の割合（県民意識基礎調

査） 

 

＜平成１８年度に残っている課題＞ 
① 文化は、人々の心の豊かさを高めるうえで重要な役割を担っていることから、県民が主体的に「興

し｣、｢伸ばす｣ 多様な文化活動への支援や、行政が有する施設を県民が能動的に「使う」ための環

境づくりが重要です。 

② 芸術文化といった限定した範囲だけではなく、すべての県民が自らの地域に誇りをもって生活で

きる地域社会を実現するため、生活風習や風土、歴史的・文化的資源を活用するなど、文化全般の

幅広い分野を対象とした取組の推進や支援も必要です。 

③ 文化の多様な意義を踏まえ、さまざまな文化活動において豊かな感性や思いやる心を育んでいく

ための文化振興のあり方が重要となっています。 

④ 県史編さんについては、早期完成に向けて着実な進捗を図るとともに、収集した資料について、

県民の皆さんが利用しやすい環境づくりを進める必要があります。 

⑤ 国史跡斎宮跡について、全国レベルの史跡であることを周知し、文化拠点としての活用を促進す

るため、これまでの計画調査結果の分析検討を行い、その成果を発信していく必要があります。 

⑥ 文化遺産を活かし、地域文化の復興を図るため、所有者はもとより地域住民やＮＰＯなどの、自

主的で自発的な取組が必要となっています。 

 

＜平成１８年度の取組方向＞ 

① 文化振興を担う人づくり、人と人をつなぐ環境づくり、多くの人々による文化活動への参画に向

けた場づくりや情報の提供に努めます。 

② さまざまな歴史的・文化的資源を発掘・保全・活用するために、県民の皆さん等との協働による

取組を進めます。 

③ 県民や多様な文化活動者・団体等の意見を聴取しながら、文化振興のあり方について検討を進め

ます。 

④ 県史については、計画的に編さん作業を推進するとともに、収集した資料を県民の皆さんが気軽に活用

できるよう、資料整備を進めます。 

１３１ 文化が身近に感じられる  
環境づくり 



 

⑤ 全国に誇る国史跡斎宮跡を解明する発掘調査を進めるとともに、斎宮歴史博物館やいつきのみや

歴史体験館をはじめ、史跡の整備、活用を図ることにより、斎宮跡をサイトミュージアムとして情

報発信します。 

⑥ 多様な文化財の調査を進め、県にとって重要なものを県指定文化財に指定等するとともに、国・

県指定文化財の保存、修理、活用を、市町や保存団体及び所有者等と協働して行います。 

また、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」については、和歌山県、奈良県及び関係市町村等と

協働し、保存と活用に努めます。 

 
＜主な事業＞ 
①（新）感性を磨く「言の葉」のくに・みえづくり事業 

  【基本事業名：13101 県民が主体的に「興し」、「伸ばす」文化活動への支援 】 
  当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ７，３３６千円 
  事業概要：バーチャル吟行や言の葉談義等の開催を通じて、本県に息づく「言の葉」を大切にす

る独自の文化を再認識するとともに、教材活用、出前講座の開催等を通じて、社会的

課題となっている子どもたちの感じる力を磨き、思いやる力やコミュニケーション能

力の向上を図ります。 
 
②（一部新）（重）歴史的・文化的遺産を活かした風情あるまちづくり推進事業 

【基本事業名：13104 文化遺産の保護継承と活用】 
  当初予算額：⑰ １１，８２５千円 → ⑱ １６，６９２千円 

事業概要：歴史的・文化的資産を活かした風情あるまちづくりに向けた環境整備の一環として、
航空写真と古地図を連動させたＧＩＳ（地理情報システム）を三重大学と共同で開発
し、インターネットを通して公開するとともに、郷土学習や三重県への来訪者などの
まち歩き、観光等における活用など、多様な活用を促進します。また、地域での歴史
的・文化的資産の掘り起こしや歴史的・文化的資産を活かしたまちづくりの推進に協
力いただく人材を育成するとともに、こうした資産のデータベース化を図ります。 

 
③ 文化芸術の分野における振興方策の検討事業 

【基本事業名：13101 県民が主体的に「興し」、「伸ばす」文化活動への支援 】 
  当初予算額：⑰ ６，８１５千円 → ⑱ ３，４２２千円 
  事業概要：文化芸術の分野における、市町や文化団体等との連携も踏まえた、具体的な振興方策

を調査・検討します。 
 

④（新）サイトミュージアムとしての国史跡斎宮跡活用事業 

【基本事業名：13103 埋蔵文化財の保護と活用】 

 当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ １，８５０千円 

  事業概要：国史跡斎宮跡について、有識者や地元住民代表等からなる委員会を設置し、学術調査

で得られた成果をもとに、史跡整備のあり方を検討します。 

 

⑤（新）活かそう地域文化提案事業 

【基本事業名：13104 文化遺産の保護継承と活用】 

当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ５５，１４０千円 

  事業概要：損傷や老朽化により公開や活用が困難となっている地域の貴重な文化財について、所

有者や地域住民などから文化財の整備・修理と一体となった活用方策の提案を受け、

「みんなの文化財（仮称）」として認証し、その修復と文化財を活かすための活動を

支援します。 


